
平成２３年度における契約状況のフォローアップ

平成２４年８月

年金積立金管理運用独立行政法人

１．平成２０年度と平成２３年度に締結した契約の状況

（単位：件、百万円）

( 29.4% ) ( 37.5% ) ( 8.7% ) ( 2.0% ) ( △40.0% ) ( △27.5% ) ( 37.3% ) ( 39.3% )

15 641 9 465 △ 6 △ 176 19 673

( 60.8% ) ( 36.5% ) ( 9.7% ) ( 0.4% ) ( △67.7% ) ( △83.4% ) ( 49.0% ) ( 33.6% )

31 625 10 104 △ 21 △ 521 25 575

( 90.2% ) ( 73.9% ) ( 18.4% ) ( 2.4% ) ( △58.7% ) ( △55.1% ) ( 86.3% ) ( 72.9% )

件数 金額

競争入札等

企画競争・公募

競争性のある契約
(小 計)

平成２０年度 平成２３年度 比較増△減 （参考）見直し計画

件数 金額 件数 金額 件数 金額

46 1,266 19 569 △ 27 △ 698 44 1,249

( 9.8% ) ( 26.1% ) ( 81.6% ) ( 97.6% ) ( 1580.0% ) ( 5074.4% ) ( 13.7% ) ( 27.1% )

5 446 84 23,088 79 22,642 7 464

( 100.0% ) ( 100.0% ) ( 100.0% ) ( 100.0% ) ( 102.0% ) ( 1281.4% ) ( 100.0% ) ( 100.0% )

51 1,713 103 23,657 52 21,944 51 1,713

(注１) 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

(注２) 比較増△減の(　)書きは、平成２３年度の対２０年度伸率である。

(注３) 参考とした見直し計画の計数等は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて（平成21年11月17日閣議

決定）」に基づき公表した新たな見直し計画である。

(注４) 運用受託機関等との契約については、「随意契約見直し計画」の対象外とされていたが、今般、その取扱いが変

更されたため、平成２３年度の実績に計上している。なお、「平成２０年度」及び「（参考）見直し計画」の計

数は、従来どおり運用受託機関等との契約が含まれないものとなっている。

合　　計

(小　計)

競争性のない随意契
約



（参考） 図表　平成２０年度と平成２３年度に締結した契約の状況

【20実績】 【23実績】 【見直し計画】
1,713百万円 51件 23,657百万円 103件

競争性のない随意契約

金額 23,088 百万円 ( 97.6% )

件数 84 件 ( 81.6% )

( 15 件 )

企画競争 公募

※見直し結果後における状況

一般競争入札・指名競争入札等

641 百万円

一般競争入札・指名競争入札等

673 百万円

( 19 件 )

企画競争 公募

競争性のある契約方式合計

金額 1,266百万円 (73.9%)

件数 46件 (90.2%)

競争性のある契約方式合計

金額 1,249百万円 (72.9%)

件数 44件 (86.3%)

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

対２０年度実績比

増▲減

金額

▲55.1ポイント

( 減)

競争性のある契約方式合計

金額 569百万円 ( 2.4%)

件数 19件 (18.4%)

一般競争入札・指名競争入札等

465百万円 （9件）

企画競争・公募

104百万円 （10件）

注1) 「一般競争入札・指名競争入札等」には、不落・不調の随意契約を含む。

注2) 運用受託機関等との契約については、「随意契約見直し計画」の対象外とされていたが、今般、その取扱いが変更されたため、【23実績】に計上し

ている。なお、【20実績】及び【見直し計画】の計数は、従来どおり運用受託機関等との契約が含まれないものとなっている。

件数 5 件 ( 9.8% )

 (31 件)

競争性のない随意契約

金額 446 百万円 ( 26.1% )

企画競争・公募

625 百万円

企画競争・公募

575 百万円

 (25 件)

競争性のない随意契約

金額 464 百万円 ( 27.1% )

件数 7 件 ( 13.7% )

(▲698百万円減)

件数

▲58.7ポイント

(▲27件減)



２．見直し計画に掲げた競争性のない随意契約の割合に到達しなかった主な理由

　運用受託機関等との契約については、これまで「随意契約見直し計画」の対象外とされてい

たが、今般、その取扱いが変更され、平成２３年度の実績に計上することとなったことから、

当該年度の競争性のない随意契約の計数が公表資料上は大幅に増加することとなった。（※１）

　平成２３年度の計数について運用受託機関等との契約を除いた場合、複数年契約の導入を図

ったこと等により、全体の契約件数が大幅に減少（５１件→２１件）したことから、競争性の

ない随意契約の件数ベースの割合は、１４．３％と見直し計画に掲げた数値（１３．７％）を

わずかに上回った。一方、金額ベースの割合は、３．１％と見直し計画に掲げた数値（２７．

１％）を大幅に下回っており、着実に取組を進めているものと考えている。

（詳細は、次ページの「平成２０年度と平成２３年度に締結した契約の状況（運用受託機関等

との契約を除く）」をご参照ください。）

※１　平成２３年度の計数は運用受託機関等との契約が含まれたものとなっているが、「平成２０年度」及び

　　「（参考）見直し計画」の計数は、従来どおり運用受託機関等との契約が含まれないものとなっている。

※２　運用受託機関等との契約は、原則として３年間の運用期間を経過した後、見直しを行うこととしている。

　　契約の当初は企画競争として契約を締結し、次年度以降は、総合評価等を行い、評価が著しく低い運用受

　　託機関等との契約は解約し、継続する運用受託機関等との契約については随意契約として更新する特別な

　　契約である。



平成２０年度と平成２３年度に締結した契約の状況　（運用受託機関等との契約を除く）

（単位：件、百万円）

( 29.4% ) ( 37.5% ) ( 42.9% ) ( 79.8% ) ( △40.0% ) ( △27.5% ) ( 37.3% ) ( 39.3% )

15 641 9 465 △ 6 △ 176 19 673

( 60.8% ) ( 36.5% ) ( 42.9% ) ( 17.1% ) ( △71.0% ) ( △84.0% ) ( 49.0% ) ( 33.6% )

31 625 9 100 △ 22 △ 525 25 575

( 90.2% ) ( 73.9% ) ( 85.7% ) ( 96.9% ) ( △60.9% ) ( △55.4% ) ( 86.3% ) ( 72.9% )

46 1,266 18 565 △ 28 △ 701 44 1,249

件数 金額

競争入札等

企画競争・公募

競争性のある契約
(小　計)

平成２０年度 平成２３年度 比較増△減 （参考）見直し計画

件数 金額 件数 金額 件数 金額

( 9.8% ) ( 26.1% ) ( 14.3% ) ( 3.1% ) ( △40.0% ) ( △96.0% ) ( 13.7% ) ( 27.1% )

5 446 3 18 △ 2 △ 428 7 464

( 100.0% ) ( 100.0% ) ( 100.0% ) ( 100.0% ) ( △58.8% ) ( △66.0% ) ( 100.0% ) ( 100.0% )

51 1,713 21 583 △ 30 △ 1,130 51 1,713

(注１) 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

(注２) 比較増△減の(　)書きは、平成２３年度の対２０年度伸率である。

(注３) 参考とした見直し計画の計数等は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて（平成21年11月17日閣議

決定）」に基づき公表した新たな見直し計画である。

合　　計

競争性のない随意契
約



図表　平成２０年度と平成２３年度に締結した契約の状況 （運用受託機関等との契約を除く）

【20実績】 【23実績】 【見直し計画】
1,713百万円 51件 583百万円 21件 ※見直し結果後における状況

673 百万円

一般競争入札・指名競争入札等 一般競争入札・指名競争入札等 一般競争入札・指名競争入札等

641 百万円 465 百万円

( 15 件 ) ( 9 件 ) ( 19 件 )

競争性のある契約方式合計

金額 1,266百万円 (73.9%)

件数 46件 (90.2%)

競争性のある契約方式合計

金額 1,249百万円 (72.9%)

件数 44件 (86.3%)

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

対２０年度実績比

増▲減

金額

▲55.4ポイント

(▲701百万円減)

(注) 「一般競争入札・指名競争入札等」には、不落・不調の随意契約を含む。

件数 3 件 ( 14.3% )

競争性のない随意契約

企画競争・公募 企画競争・公募

625 百万円

件)

575 百万円

 (31 件)

競争性のない随意契約 競争性のない随意契約

金額 446 百万円 ( 26.1% ) 百万円 ( 27.1% )

企画競争・公募

 (25

金額 464

100 百万円

件数 7 件 ( 13.7% )件数 5 件 ( 9.8% )

金額 18 百万円 ( 3.1% )

 (9 件)

件数

▲60.9ポイント

(▲28件減)
競争性のある契約方式合計

金額 565百万円 (96.9%)

件数 18件 (85.7%)



３．平成２３年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約

① 一般競争入札へ移行

該当なし

② 企画競争へ移行

該当なし

③ 公募へ移行

該当なし

４．一者応札・応募の改善状況

（単位：件、百万円）

件数 20 ( 43.5% ) 11 ( 61.1% ) △ 9 ( △45.0% )

金額 405 ( 32.0% ) 142 ( 29.1% ) △ 264 ( △65.0% )

件数 26 ( 56.5% ) 7 ( 38.9% ) △ 19 ( △73.1% )

金額 861 ( 68 0% ) 345 ( 70 9% ) △ 516 ( △59 9% )

平成２０年度 平成２３年度 比較増△減

２者以上

１者以下
金額 861 ( 68.0% ) 345 ( 70.9% ) △ 516 ( △59.9% )

件数 46 ( 100.0% ) 18 ( 100.0% ) △ 28 ( △60.9% )

金額 1,266 ( 100.0% ) 487 ( 100.0% ) △ 779 ( △61.5% )

(注１) 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。

(注２) 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った計数である。

(注３) 比較増△減の（　）書きは、平成２３年度の対２０年度伸率である。

５．一者応札、一者応募に係る改善方策 （　URL　　http://www.gpif.go.jp/public/contract.html　）

６．法人と一定の関係を有する法人との契約状況

平成２３年７月１日以降に公示・公募等を行った案件のうち、当法人の関係法人等が契約の

相手方となった案件はなかった。

合計
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